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インドネシア・フィリピン・チリにおけるリアルタイム 

津波予測システムを公開 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

１．内容：別紙資料による． 

 

２．本件配布先：文部科学記者会，科学記者会，筑波研究学園都市記者会 

 独立行政法人 防災科学技術研究所（理事長：岡田義光、以下、防災科研）は、

インドネシア・フィリピン・チリにおけるリアルタイム地震パラメータ推定シス

テム（SWIFT）と連動した津波予測システムを公開します。 

 今回公開するのは、SWIFTの即時地震パラメータ情報を用いて、防災科研が開発

した津波シミュレーション・可視化システムによる、インドネシア・フィリピン・

チリ北部地域で発生する地震（M4.5 以上が対象）によるリアルタイム津波予測シ

ステムです。このようなシステムはインドネシア・フィリピン・チリ地域では初

めて開発されたものであり、これらの国の防災により大きく貢献することが期待

されます。 

 SWIFT で推定された即時地震パラメータ（M4.5 以上）と自動津波予測は、

http://www.isn.bosai.go.jp/index.html で公開します。 
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インドネシア・フィリピン・チリにおけるリアルタイム 

津波予測システムを公開 

独立行政法人 防災科学技術研究所（理事長：岡田義光、以下、防災科研）は、イン

ドネシア・フィリピン・チリにおけるリアルタイム地震パラメータ推定システム

（SWIFT）（参考資料参照）と連動した津波予測システムを公開します。 

  

 今回公開するのは、SWIFT の即時地震パラメータ情報を用いて、防災科研が開発し

た津波シミュレーション・可視化システムによる、インドネシア・フィリピン・チリ

北部地域で発生する地震（M4.5以上が対象）によるリアルタイム津波予測システムで

す。このようなシステムはインドネシア・フィリピン・チリ地域では初めて開発され

たものであり、日本のように津波の稠密な観測を行っていない地域においては、防災

により大きく貢献することが期待されます。 

 SWIFT で推定された即時地震パラメータ（M4.5 以上）と自動津波予測は、

http://www.isn.bosai.go.jp/index.html で公開します。 

 

システムの概要 
 インドネシア・フィリピン・チリ北部地域で発生する地震（M4.5 以上）の SWIFT

システムにより、即時地震パラメータ（時刻、Mwマグニチュード、メカニズムなど）

及びスケーリング則*1 による矩形断層*2 の幅・長さ・すべり量を用いて、２通りの地

震パラメータそれぞれについて地表変位を計算します。 

 メカニズム解からは２通りの断層面が推定できますが、そのどちらであるかは特定

できません。しかし、今回公開するシステムでは、即時性を重視するため、その二つ

の断層面のどちらが真の断層面かの吟味を行わず、それぞれの断層面に対して海底変

位を計算します。この際、鉛直方向の変位のみでなく、水平方向の変位と海底傾斜の

積に基づく海水上下変位、および、震央周辺の水深に関係する短波長減衰効果も考慮

し、津波（海水位）の初期値を計算します。 

 本システムでは２通りの断層モデルに対して、それぞれ線形長波モデル*3 による津

波の伝播シミュレーションを実施します。即時性を重視するため、2つの解を表示し、

その選択はユーザに任せることになります。公開する内容はシミュレーションの最大

津波高及び沿岸近傍での津波高です。（図１） 
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2014/1/25, Northern Molucca Sea, Indonesia, Mw 5.8  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ SWIFTで推定された即時地震パラメータを用いた自動津波予測の事例 
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津波の自動解析を見るには公開サイトにアクセスし、リストから Tsunami SWIFT の

solutions を選択すると下記のような例が表示されます。各図をクリックすると拡大

します。（http://www.isn.bosai.go.jp/events_auto/home_sparameters.html）（図２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図２ SWIFTで推定された即時地震パラメータを用いた自動津波予測の事例(解説) 
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また、自動解析結果については誤差が生じる可能性があります。その精度向上のため、

被害を及ぼす可能性のある地震(M ≥5.5)に対して手動で再解析を用い、その結果も公

開します。公開する内容は、自動解析の場合と同様、シミュレーションの最大津波高、

沿岸近傍での津波高、及び津波の伝播シミュレーションの様子です。（図３） 

津波の再解析を見るには公開サイトにアクセスし、リストから Tsunami SWIFTの

solutionsを選択すると下記のような例が表示されます。各図をクリックすると拡大

します。（http://www.isn.bosai.go.jp/events/home_sparameters.html） 

 
2015/01/19 17:19 Sulu Archipelago, Philippines, Mw 5.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注】 

*１：地震の大きさとマグニチュードの経験的な関係・相似則 

*２：地震断層域を長方形で近似した断層 

*３：線形近似した津波伝播モデル 

 

図３ SWIFTで推定された手動地震パラメータを用いた自動津波予測の事例 

 

津波の伝播 

シミュレーション 
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of waveform inversions 
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Waveform fits 

2015/01/19 17:19 Sulu Archipelago, Philippines 

Map showing the  source  location and contour of residuals 
of waveform inversions Source mechanism and Waveform fits 

2015/01/19 17:19 Sulu Archipelago, Philippines 

・SWIFTの概要 

防災科研では、アジア・太平洋地域で発生する地震のメカニズムや長期間にわたる地

震活動度などの知識を深めるために、同地域における国際地震観測網の運用を行って

います。また、インドネシア・フィリピン・チリの広帯域地震計のリアルタイム連続

地震波形データを用いて、防災科研が開発した SWIFTシステム（Nakano et al., 2008）

による自動・手動地震メカニズムパラメータの解析及び Web検索可能なデータベース

の運用も行っています。 
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※防災科研の国際地震観測網の運用は、インドネシア気象気候地球物理庁、フィリピ

ン地震火山研究所、ポツダム地球科学センター（GFZ）、名古屋大学、チリ大学との

共同研究によって行われています。 
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